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エグゼクティブ・サマリー 

 

本レポートは、株式会社あゆち（以下、あゆち）が開発した革新的な水耕稲作技術「み

ずのゆめ稲」について、その技術的特性、事業モデル、そして市場における競争環境を

多角的に分析するものである。同社の技術は、超矮性・早生品種の稲と多段式水耕栽培

を組み合わせ、年最大 6 回の収穫を可能にすると謳っており、制御環境型農業

（CEA）における潜在的な変革をもたらすものとして注目される 1。 

本分析の主要な結論は以下の通りである。 

● 技術的提案： 「みずのゆめ稲」の核心は、草丈 15～20cm の超矮性品種と約 2 ヶ

月の栽培サイクルを特徴とする遺伝的特性を、独自開発の LED 照明や養液システ

ムと統合した点にある。この組み合わせにより、理論上は年 6 作という驚異的な

栽培頻度を実現する 1。 
● 競争環境： 「みずのゆめ稲」は、同様の野心を持つ中国 2 やシンガポール 3 の商業

的プロジェクト、長年にわたる学術研究 4、そして植物分子農業（PMF）のような

高付加価値な代替応用 7 といった、小規模ながらも成長しているグローバルなエコ

システムの中に位置づけられる。 
● 商業的実行可能性の評価： 技術的には興味深いものの、主食であるコメの商業生

産への道は極めて険しい。最大の障壁は、(1) LED 照明と空調に依存することによ

る莫大な生産コスト 8、そして 
(2) 極めて重要でありながら未検証の「食味」 11 である。これは、過去の類似プロ

ジェクトにおいても一貫した弱点として指摘されている 3。 
● 戦略的展望： 上記の障壁を考慮すると、あゆちにとって最も現実的な事業モデル

は、一般消費者向けのコメを大量生産することではなく、その独自開発した品種

（遺伝資源）と栽培システムを、国の食料安全保障プログラム、災害備蓄、あるい

は特殊な研究用途といった、純粋な商業的採算性以外の戦略的動機を持つ企業や政

府機関にライセンス供与することにあると考えられる 13。 

 



第 I 部 新たなパラダイム：制御環境下における主食作物の台頭 

 

 

1.1. 日本および世界における農業革新の必要性 

 

「みずのゆめ稲」のような技術が今なぜ求められているのかを理解するには、現代の慣

行農業が直面する構造的危機を把握する必要がある。 

第一に、日本の人口動態危機である。農業従事者の高齢化、深刻な人手不足、そして

後継者問題は、国の農業基盤を揺るがしている 14。この状況は、熟練した経験や勘に依

存せず、省力的で標準化された栽培を可能にする新技術の導入を不可避なものにしてい

る 17。 

第二に、食料安全保障と自給率の問題である。日本の食料自給率はカロリーベースで

極めて低い水準にあり 15、政府は長年その向上を目標に掲げてきた 19。天候不順や地政

学的リスクといった外部要因に左右されず、国内で安定的に食料を生産できる技術は、

国家戦略上の高い重要性を持つ。 

第三に、気候変動と環境負荷である。異常気象の頻発、水資源の枯渇、そして土壌劣

化は、世界中の伝統的な農業に打撃を与えている 21。特に、大量の水を消費する水田稲

作は、持続可能性の観点から課題を抱えており、水耕栽培のような節水型農法への期待

が高まっている 3。 

これらの複合的な危機への対応として、「みずのゆめ稲」のような技術が登場したこと

は、孤立した事象ではなく、時代の必然的な要請である。その価値は単なる商業的利益

にとどまらず、戦略的、地政学的な側面からも評価されるべきである。 

 

1.2. アグリテックによる応答：スマート農業から植物工場へ 

 

前述の課題に対する技術的な解決策の総称が「アグリテック（スマート農業）」であ

る。これには、ロボット、AI、IoT、ドローンといった先端技術の活用が含まれ、農業

の省力化と高効率化を目指すものである 14。 



その中でも特に高度な形態が、制御環境型農業（CEA）、植物工場、そして垂直農法

である 29。これらのシステムは、光、温度、湿度、二酸化炭素濃度、養液などを完全に

人工的に制御することで、外部の自然環境から完全に独立した生産を可能にする。その

核心的な価値は、季節や天候に一切左右されず、年間を通じて計画的かつ安定的な生産

を実現できる点にある 29。 

 

1.3. 最後のフロンティア：主食作物への垂直農法の適用 

 

これまで、植物工場や垂直農法の商業的実践は、その経済合理性から、収益性が高く栽

培サイクルが短い葉物野菜（レタスなど）やハーブにほぼ限定されてきた 10。これらの

作物は、比較的低い光量で生育し、多段式栽培のメリットを最大限に享受できるためで

ある。 

一方で、コメや小麦といった主食穀物への適用は、技術的にも経済的にもはるかに高い

障壁が存在するため、この分野における「最後のフロンティア」と見なされてきた 10。

主食作物は、葉物野菜に比べてバイオマスの生産に多くの光エネルギーと時間を要し、

かつ市場価格（単価）が著しく低い。したがって、この分野での成功は農業生産のパラ

ダイムを根底から覆す可能性を秘めているが、その挑戦がいかに困難であるかを認識す

ることが、本レポートで分析する「みずのゆめ稲」を評価する上での前提となる。 

 

第 II 部 詳細分析：株式会社あゆちと「みずのゆめ稲」 

 

 

2.1. 株式会社あゆちの企業・戦略プロファイル 

 

「みずのゆめ稲」を開発した株式会社あゆちは、20 20 年 4 月 20 日に設立され、兵庫

県宍粟市に拠点を置く農業ベンチャーである 13。代表取締役は奥眞一氏が務める 1。 

特筆すべきは、経営陣の経歴である。代表の奥氏は、農業分野の出身ではなく、建設業

や水素燃料開発といった異分野での事業経験を持つ 38。超矮性稲の研究は、20 17 年に

大学教授との共同研究として開始されたものであり、従来の農業の常識にとらわれな



い、技術主導の破壊的アプローチを志向していることがうかがえる。この背景は、同社

が自らを単なる農家ではなく、スケーラブルで再現性の高いビジネスシステムを構築す

るテクノロジー企業と位置づけていることを示唆している。 

同社の掲げるビジョンは極めて壮大で、「宇宙ステーションでも米を育てたい」という

着想から始まり、世界的な食料危機の解決を目指すとしている 13。このビジョンは、同

社のブランディングと戦略的ナラティブの中核を成している。 

その事業モデルは、コメの生産・販売ではなく、テクノロジーのライセンス供与に重点

を置いている。公式サイトによれば、主な事業内容は以下の 3 点である 13。 

1. 「みずのゆめ」の種籾の提供 
2. 独自の栽培ノウハウの提供 
3. 独自開発の LED 照明を核とする水耕栽培システムの提供 

このビジネスモデルは、垂直農法のような資本集約的な事業運営に伴う高い設備投資

（CapEx）と運転費用（OpEx）のリスクをパートナー企業に移転し、自社は研究開発

とライセンス販売という高収益・低固定費の事業に集中する戦略である。彼らの成功

は、生産したコメの市場価格ではなく、いかに多くのライセンス契約を締結できるかで

測られるべきである。また、同社は国内外の企業、研究機関、自治体との連携を積極的

に模索しており、特にインドネシアやマレーシアでの共同研究・栽培事業を計画してい

る 1。 

 

2.2. 「みずのゆめ稲」システムの技術的分解 

 

「みずのゆめ稲」の革新性は、単一の要素ではなく、遺伝子、ハードウェア、そして環

境制御プロセスが一体となった「システム」にある。 

● 品種（遺伝子）： システムの根幹をなすのは、独自に育種されたイネ品種（品種

登録出願中）である 1。その最大の特徴は以下の 2 点に集約される。 
○ 超矮性（ちょうわいせい）： 草丈が 15～20 cm と、一般的なイネ（約

10 0 cm）の 5 分の 1 程度しかない 1。 
○ 早生（わせ）： 栽培期間が約 2 ヶ月と極めて短い 1。 

 
この 2 つの特性の組み合わせが、後述する多段式・高頻度栽培を物理的に可能

にしている。 



● 栽培方法（ハードウェアとプロセス）： 
○ システム形態： 閉鎖された室内空間での栽培を前提とした、多段式水耕栽培シ

ステムである 1。これにより、限られた土地面積でも高密度な栽培が可能とな

る。 
○ 環境制御： 成功の鍵は、独自に設計された栽培槽、特殊な養液（液肥配合）、

そして最も重要とされる専用の LED 照明による厳密な環境制御にある 1。LED
の波長や照射時間を生育段階に応じて最適化するノウハウが、このシステムの

核となっている。この完全な閉鎖環境により、農薬を一切使用しない栽培が実

現する 1。 

この技術は、品種の遺伝的ポテンシャル（超矮性）がハードウェア（多段ラック）を可

能にし、そのハードウェアと制御ソフトウェア（LED、養液）が遺伝的ポテンシャル

（高速成長）を最大限に引き出すという、相互依存の関係で成り立っている。 

 

2.3. 主要な主張の крити カルな検討 

 

あゆちは、その技術の優位性としていくつかの強力な主張を行っている。 

● 「年最大 6 回の収穫」： これは同社の最も象徴的な主張である 1。栽培期間が 2
ヶ月であるため、計算上は可能である。しかし、これはあくまで栽培の「速度」を

示す指標であり、必ずしも「生産量」を意味するものではない。この主張の真価を

問うには、1 回の収穫あたりの収量（kg/m²）が不可欠であり、この点が現時点で

の最大の未知数である。 
● 「水田以上の収量」： 年 6 回という収穫頻度を考慮すれば、年間を通した単位面

積当たりの収量で水田を上回るという主張は理論的にはあり得る 39。しかし、これ

もまた厳密な検証が必要である。この主張が成立するためには、「（1 回あたりの

収量）× 6 回 > 水田の年間収量」という不等式が証明されなければならない。 
● 「場所を選ばない稲作」： 砂漠、寒冷地、都市部など、従来の稲作が困難な場所

でも栽培が可能という主張は、CEA システムの有効な利点であり、妥当性が高い 
1。中国の砂漠地帯 2 やシンガポールの都市部 3 での類似プロジェクトが、この主張

を裏付けている。 

 

第 III 部 競争・類似技術のランドスケープ 

 



 

3.1. 先進的稲作におけるイノベーターのマッピング 

 

「みずのゆめ稲」は孤立した存在ではなく、多様なアプローチが存在するエコシステム

の一部である。これらは大きく以下のカテゴリーに分類できる。 

1. 直接的競合（商業的垂直稲作）： 食用米を垂直農法で生産しようとする企業。 
2. 学術・基礎研究： 商業的取り組みの科学的基盤を提供する大学や研究機関。 
3. 高付加価値ニッチ応用（PMF）： イネを食料としてではなく、高価な物質を生産

する「バイオリアクター」として利用する企業。 
4. 先進的慣行農業： 再生二期作など、従来農法の延長線上にある革新技術 21。 

 

3.2. 技術比較マトリクス 

 

以下の比較マトリクスは、「みずのゆめ稲」を主要な競合・類似技術と直接比較し、そ

の位置づけを明確にするものである。この表は、技術、性能、商業戦略といった複数の

重要指標に沿って各プレイヤーを評価することで、それぞれの強みと弱み、そして戦略

的な違いを一目で把握することを可能にする。 

表 1：先進的稲作システムの比較分析 

 

項目 株式会社あゆ

ち「みずのゆ

め稲」 

中国・ホータ

ン垂直農場 
シンガポー

ル・

Netatech
「Temasek 
Rice」 

Kinish 株式

会社

（PMF） 

学術研究「小

僧の栖」 

中核技術 超矮性品種 
(15-20cm)、
多段式水耕栽

培、専用

LED 1 

「Xindao-
1」品種、3
段式無土壌栽

培 2 

半矮性品種、

精密点滴灌漑 
3 

矮性品種 
(20cm)、植

物工場 7 

超矮性品種 
(約 30cm)、
実験室栽培 6 

性能指標 栽培サイク 栽培サイク 栽培サイク 大量栽培が可 低収量



ル：約 2 ヶ

月。年 6 作

の可能性。収

量・資源使用

量は未公開 1 

ル：約 60
日。収量増を

報告 2 

ル：約 4 ヶ

月。水使用量

70 %削減 3 

能と言及 7 （111.7g/m²
）を記録 6 

商業化 **応用：**食
料安全保障、

ニッチ市場。

**モデル：**
技術ライセン

ス。**成熟

度：**実証段

階 1 

**応用：**過
酷環境での食

料生産。**モ
デル：**国家

主導型生産。

**成熟度：**
稼働中 2 

**応用：**国
家食料安全保

障。**モデ

ル：**政府支

援 R&D/生
産。**成熟

度：**稼働中 
3 

**応用：**高
価値な牛乳タ

ンパク質生

産。**モデ

ル：**B2B
原料供給。**
成熟度：**研
究開発/スタ

ートアップ 7 

**応用：**宇
宙栽培などの

研究。**モデ

ル：**非営

利。**成熟

度：**研究完

了 6 

差別化要因

と弱点 
**強み：**極
度の矮性と速

度の組み合わ

せ。**弱み：

**収量と食味

が未知数 11 

**強み：**砂
漠での稼働実

績。**弱み：

**詳細な技術

情報が限定的 

**強み：**政
府支援と実

績。**弱み：

**サイクルが

比較的長く、

食味はプレミ

アムではない 
3 

**強み：**コ
モディティ市

場を回避し、

高収益性を追

求。**弱み：

**技術的ハー

ドルが高い 

**強み：**超
矮性稲の性能

に関する現実

的な基礎デー

タを提供。**
弱み：**低収

量と劣る食味

が実証済み 6 

 

3.3. 代替アプローチの詳細 

 

● 学術・基礎研究（巨人の肩の上で）： 
あゆちの挑戦は、決してゼロから始まったものではない。農研機構（NARO）など

は 1990 年代から水稲の水耕栽培に関する研究を積み重ねており、水耕育苗装置の

開発 4、閉鎖環境下での高密度栽培 5、養液の最適化 42 など、豊富な科学的知見

が蓄積されている。これらの基礎研究が、今日の商業的取り組みの土台となってい

る。また、京都大学と大阪ガスが共同で実施した屋上水耕栽培プロジェクトは、ヒ

ートアイランド現象の緩和という代替用途の可能性を示すと同時に、初期の収穫米

が「まずくて食べられたものではなかった」という食味に関する重要な先行事例を

提供している 12。 
● 商業的垂直農法の先行事例（現場からの教訓）： 

○ 中国（ホータン）： このプロジェクトは、過酷な砂漠環境において、高速サイ



クルでの無土壌稲作が大規模に可能であることを証明した直接的な実例であ

る。現地品種「Xindao- 1」を採用している点が特徴的である 2。 
○ シンガポール（Netatech ）： 国家の食料安全保障目標（「30  by 30」）に牽

引された事例として注目される 40。半矮性で乾燥に強い品種「Temasek Rice」
と、節水効果の高い精密点滴灌漑システムを採用しており、あゆちとは異なる

技術的アプローチを取っている 3。この米の食味が「白米と玄米の中間」と評

されている点は、市場受容性を考える上で貴重なデータである 3。 
● 高付加価値ニッチ応用（収益化への代替経路）： 

植物分子農業（Plant Molecular Farming, PMF）は、全く異なる、しかし潜在的に

より収益性の高い商業化戦略を提示する。その代表例が、スタートアップ企業の

Kinish 株式会社である 7。同社は、矮性イネを食料としてではなく、牛乳に含まれ

る高価値なタンパク質を生産するための「バイオリアクター」として利用する。こ

のモデルは、価格競争の激しいコモディティ食品市場を完全に回避し、独自の高付

加価値原料を創出するものである。同様に、株式会社朝日工業社も遺伝子組換えイ

ネを用いて高付加価値物質を生産するための専用施設を研究しており、この分野へ

の関心の高さを示している 43。 
 
この PMF というアプローチは、あゆちが持つ「超矮性で高速成長する植物工場生

物」というコア技術にとって、極めて有望な応用先となり得る。現在の食料生産と

いう目標とは別に、この高収益市場へのピボット（戦略転換）は、同社にとって重

要な戦略的選択肢となるだろう。 

 

第 IV 部 商業的実行可能性への重大な障壁 

 

「みずのゆめ稲」が商業的に成功するためには、少なくとも 3 つの重大な障壁を乗り

越えなければならない。それは「経済性」「食味」、そして「規模」であり、これらは

相互に深く関連している。 

 

4.1. 経済性の方程式：収益への道筋は描けるか 

 

垂直農法による穀物生産の最大の課題は、その圧倒的なコスト構造にある。 

● コスト構造分析： 



○ 設備投資（CapEx）： 専用の LED 照明、高度な環境制御システム、ポンプ、

施設の断熱改修など、初期投資は莫大である 8。ある試算では、設備導入に 1
平方メートルあたり約 1,0 0 0 ドルのコストがかかるとされている 8。 

○ 運転費用（OpEx）： 運転費用は継続的に発生し、極めて高額になる。最大の

要因はエネルギーコストであり、照明と空調（HVAC）だけで運転費用の 50～
70 %を占めることもある 8。人件費、養液、メンテナンス費用も加わる。この

コスト構造が、レタスのような高収益作物ですら黒字化を困難にし、コメのよ

うな低単価の主食作物にとっては絶望的な障壁となっている 10。 
● 単位経済性の比較： 

以下の表は、日本の慣行水田稲作と「みずのゆめ稲」の経済性を比較試算したもの

である。この比較により、新技術が商業的に成立するために乗り越えるべきハード

ルの高さが明確になる。 

表 2：推定単位経済性比較：「みずのゆめ稲」 vs. 慣行水田稲作（10a あたり・年間） 

 

指標 慣行水田稲作（基準

値） 
「みずのゆめ稲」

（推定/変数） 
備考 

年間収量 (kg)  約 50 7 kg 45 X kg（最重要未知

数） 
収益性の鍵を握る変

数。 

年間売上 約 152,10 0 円 300 円 × X 1kg あたり 30 0 円と

仮定。 

主要コスト（円）    

人件費 （基準値） 45 高 自動化されても管

理・収穫に人件費が

発生 8。 

エネルギー費 ほぼゼロ 極めて高額 最大のコスト要因 8。 

設備償却費 （基準値） 45 非常に高額 高価な設備の償却費 
8。 

肥料・養液費 （基準値） 45 中 水耕栽培用の養液コ

スト。 

年間総コスト 約 150 ,0 0 0 円 45 Y（推定コスト合計） エネルギー費と償却



費が大部分を占め

る。 

収益性（売上 -  コス

ト） 
約 2,10 0 円 45 (300 円 × X) -  Y この値がプラスにな

るかが焦点。 

この試算から明らかなように、「みずのゆめ稲」の収益性は、未知の変数である年間収

量（X）に完全に依存する。莫大な運転費用（Y）を吸収し、かつ利益を生み出すため

には、X は慣行農法の収量を遥かに、おそらくは桁違いに上回る必要がある。 

 

4.2. 食味の問題：味の科学と市場性 

 

たとえ経済性の問題をクリアできたとしても、次に立ちはだかるのが「食味」という官

能的な、しかし市場においては決定的な障壁である。 

● コメの食味の科学： 美味しい米の条件は科学的に分析されており、一般にタンパ

ク質含有量が低く、アミロース含有量が適正範囲内にあることが良食味と相関す

るとされている 46。 
● 水耕栽培の味覚的欠点： 多くの研究や事例で、水耕栽培された作物は土耕栽培の

ものと比較して、味が薄い、水っぽい、あるいは風味が単純であると指摘されてい

る 48。これは、養液からの直接的な栄養吸収、根の構造の違い、そして風味形成に

寄与するとされる土壌微生物叢の欠如などが原因と考えられている 48。 
● 稲作プロジェクトにおける食味の課題： 

○ みずのゆめ稲： 食味は「未知数」であり、「特級品ほどではない可能性があ

る」と率直に言及されている 11。 
○ 京都大学プロジェクト： 初期の収穫米は「まずくて食べられたものではなかっ

た」 12。 
○ 超矮性稲「小僧の栖」： 食味は標準品種に「劣る」と評価された 6。 
○ シンガポール「Temasek Rice 」： 食感は「白米と玄米の中間」と機能的に表

現され、高級香り米とは一線を画す 3。 
● 市場への影響： コメのように消費者の味覚の好みが深く根付いている主食におい

て、食味の劣位は、たとえ生産効率がどれほど高くても、商業的には致命的な欠陥

となり得る。 

 



4.3. スケールアップの挑戦 

 

最後に、研究室レベルでの成功を、利益の出る大規模な商業生産へと移行させる「スケ

ールアップ」の壁がある。閉鎖的な水耕栽培システムでは、病気が一度発生すると循環

する養液を介して急速に蔓延するリスクがある 51。また、多数の栽培棚にわたって均一

な環境を維持し、収穫・出荷のロジスティクスを管理することは、運用上極めて複雑で

ある。この移行段階は、多くのテクノロジースタートアップが陥る「死の谷」として知

られており、垂直農法も例外ではない 32。 

これら 3 つの障壁は独立しておらず、相互に影響し合う「トリレンマ」の関係にあ

る。例えば、経済性を改善するために収量を増やそうと光量を強化すれば、食味が犠牲

になる可能性がある。逆に食味を改善するために繊細な栽培管理を行えば、コストが上

昇し、大規模化が困難になる。あゆちは、この複雑な方程式の中で、収量、品質（食

味）、コストの最適なバランスを見出し、それを大規模に維持できることを証明しなけ

ればならない。 

 

第 V 部 戦略的展望と提言 

 

 

5.1. SWOT 分析 

 

本レポートの分析結果を、株式会社あゆちおよび「みずのゆめ稲」に関する SWOT 分

析として以下に集約する。 

● 強み (Strengths):  
○ 独自の超矮性・高速サイクル品種（遺伝資源）。 
○ 種子から栽培ノウハウ、ハードウェアまでを統合した完全なシステムアプロー

チ。 
○ 年 6 作による極めて高い土地生産性のポテンシャル。 
○ 無農薬栽培が可能。 

● 弱み (Weaknesses):  
○ 年間収量（kg/m²/年）が未検証。 



○ 食味と消費者の受容性が未知数。 
○ エネルギーコストに依存する極めて高いコスト構造。 
○ 安定した電力供給への完全な依存。 

● 機会 (Opportunities):  
○ 政府や大企業による食料安全保障・災害備蓄への取り組み。 
○ 高収益な技術ライセンスビジネスとしての展開。 
○ 植物分子農業（PMF）や宇宙開発といった代替応用。 
○ 持続可能・災害対策食料としてのブランディング。 

● 脅威 (Threats):  
○ より安価な慣行農業における技術革新（例：再生二期作）。 
○ 競合する垂直農法技術のコスト低下。 
○ エネルギー価格の不安定性と高騰。 
○ 「不自然な」食品に対する消費者のネガティブな認識。 

 

5.2. 無土壌稲作の未来シナリオ 

 

「みずのゆめ稲」のような技術は、今後どのような形で社会に実装されうるか。4 つの

シナリオが考えられる。 

● シナリオ 1：ニッチ市場での特化 
一般市場ではコストが見合わないが、特定の高価値なニッチ市場で成功する。例：

長期保存が可能な災害備蓄米、軍事・遠隔地基地への供給、宇宙食（元々の着想点 
13）、あるいは目新しさを価値とする高級レストラン向けの食材。 

● シナリオ 2：PMF への戦略転換（ピボット） 
食料としてよりも、医薬品、特殊タンパク質（Kinish の事例）、工業用原料など

を生産する「バイオリアクター」としての価値が証明される。事業の焦点が「コメ

のキログラム」から「高価値分子のミリグラム」へと移行する。 
● シナリオ 3：食料安全保障の要 

シンガポールの事例のように、純粋な利益追求ではなく、戦略的な食料安全保障を

目的とする政府や大企業が、気候や地政学リスクから隔離された国内生産基盤を確

保するために、多額の補助金を出して技術を導入・維持する 3。 
● シナリオ 4：限定的な都市型農業としての普及 

技術革新によりコストが一定水準まで低下し、環境意識の高い消費者をターゲット

とする小規模な都市型プレミアム農園として成立する。しかし、その規模は限定的



であり、慣行農業を代替するには至らない。 

 

5.3. 戦略的提言 

 

以上の分析に基づき、各ステークホルダーに対して以下の戦略を提言する。 

● 株式会社あゆちへ： 
1. データによる実証の優先： 最大のリスクである**(a) 年間収量（kg/m²/年）と

(b) 客観的な食味評価（官能評価、成分分析）**について、速やかに第三者機

関による検証を実施し、結果を公表すべきである。これらがビジネスケースの

根幹をなす。 
2. ビジネスモデルの精緻化： 技術ライセンスとパートナーシップのモデルを積極

的に追求する 1。政府向けの「食料安全保障パッケージ」や研究機関向けの

「R&D パッケージ」など、顧客層に応じた提供形態を開発する。 
3. PMF への転換を並行検討： 「みずのゆめ稲」プラットフォームをバイオリア

クターとして活用する研究開発にリソースを割くべきである。これは、食料市

場のリスクをヘッジする並行戦略となり得る。 
● 潜在的投資家へ： 

1. 徹底的なデューデリジェンスの実施： 投資判断の際には、検証済みの「収

量」と「食味」のデータに焦点を当てるべきである。 
2. 技術だけでなくビジネスモデルを評価： コメを育てる能力だけでなく、シス

テムとライセンスを販売する能力を評価する。知財ポートフォリオとパートナ

ーシップのパイプラインを精査することが重要である 13。 
3. 経済性のストレス・テスト： 様々なエネルギー価格シナリオの下での収益性を

モデル化する。事業全体が電力コストに極めて敏感であることを認識する必要

がある 8。 
● 政策立案者へ： 

1. 戦略的適合性の評価： この技術が、国の食料安全保障、災害対策、農業イノベ

ーションといった政策目標とどのように整合するかを評価する 15。 
2. 的を絞った支援の検討： 包括的な補助金ではなく、防災拠点への併設など、特

定の戦略分野でのパイロットプロジェクトを支援し、実社会での有効性をテス

トする。 
3. エコシステムの育成： LED のエネルギー効率向上 29 や無土壌栽培における食

味の科学 46 など、CEA セクター全体に利益をもたらす基礎研究を支援する。 
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